
 

＜報道発表資料＞ 

令和７年９月１８日 

きょうと生物多様性センター運営協議会 

京都市環境政策局環境企画部環境保全創造課 

 

「きょうと☆いきものフェス！２０２５」の開催 

 

きょうと生物多様性センターでは、自然に関わる活動の紹介等を通じ、生物多様性について

の理解を深めていただくためのイベント「きょうと☆いきものフェス！2025」を 9 月 27 日、

28 日に京都府立植物園にて開催します。 

今年度は約９０団体が集結し、ブース展示やワークショップ、自然観察会など、生きものを

見て、自然を感じられる様々な体験ができますので、是非御来場ください。 

 

【開催概要】 

● 名 称：きょうと☆いきものフェス！２０２５ 

● 日 時：令和 7 年 9 月 27 日(土) ～ 28 日(日) 9:00～16:00 

● 会 場：京都府立植物園（〒606-0823 京都市左京区下鴨半木町） 

● 内 容：以下のとおり実施 

⑴ ブース展示・販売ブース 

京都の自然や生きものの保全に関連する団体、企業、学校、学生など、様々な主体

が約８０ブースを出展し、ポスターや写真などの展示による活動内容の紹介やオリジ

ナルグッズの販売を実施します。 

⑵ ワークショップ 

     自然素材を活用した工作などの体験型ワークショップを実施します。 

  ＜ワークショップの例（予定）＞ 

・ヤゴのぬけがら標本を作って観察しよう！ 

・スマホ顕微鏡で微生物を観察しよう！ 

・日本のスパイス(薬味)を学習しよう！ 

・ミノムシのヒミツにせまろう！    など 

⑶ 自然観察会などの屋外イベント（@植物園内、園外） 

専門家や保全団体などによる自然観察会（キノコ探し、バードウォッチングなど）を

実施します。 

⑷ 活動発表会「京都の自然を話そう！京都の自然でつながろう！」 

自然や生きものについての取組を行う小学生～大学生の方々や、保全団体などから、

活動を発表していただき、「生きもの」をテーマに世代を超えた交流を行います。 

 



 

⑸ 「きょうと★いのちかがやく博物館」連携事業 いきもの広場＠植物園（9 月 27 日 

午前のみ実施） 

植物のタネは、どうやって拡がっていくのでしょうか？大芝生地において、高所作

業車を使って「飛ぶタネ飛ばし」を行います。また、植物園、京都市動物園、京都水

族館、京都市青少年科学センター、梅小路公園いのちの森（京都市都市緑化協会）に

よる楽しいワークショップを実施します。 

※ タイムスケジュールや各プログラムの詳細については、きょうと生物多様性セン

ターホームページにて公開していますので、詳しくはそちらをご確認ください。 

URL：https://www.pref.kyoto.jp/biodic/news/250401ikimonofes.html 

 

● 運営 

 主催：きょうと生物多様性センター 

 共催：京都府、京都市、きょうと生物多様性センター友の会準備会 

 

＜きょうと生物多様性センターの概要＞ 

生物多様性に関する情報を正確かつ継続的に把握し、収集された知見を基に、生物多様性に

係る理解促進や担い手育成、地域や企業の保全活動の支援等を行うとともに、保全に係る様々

な主体の連携・協力関係を構築することを目的として、京都市と京都府との協働で設置し、運

営しています。 

 

＜３０ｂｙ３０目標達成に向けた取組について＞ 

世界では依然として生物多様性の損失が続き、早期に

それを食い止め、むしろ増大させなければ、取り返しの

つかない事態になることが危惧されています。こうした

中、３０ｂｙ３０等の達成に向けた機運の醸成と具体的

な取組の促進を図るため、有志の企業・自治体・団体による「生物多様性のための３０ｂｙ３０

アライアンス」が発足。本市は令和５年７月に参加し、３０ｂｙ３０目標の達成に向けて取組ん

でいます。 

 

＜お問合せ先＞ 

本事業に関するお問合わせ先 

きょうと生物多様性センター 

E メール：contact@kyotobdc.jp 

電  話：075-354-5275 

 

報道機関からのお問合せ先 

京都市環境政策局環境企画部環境保全創造課 

電  話：075-222-3951 

https://www.pref.kyoto.jp/biodic/news/250401ikimonofes.html

